
「何でも反対」ではなく「政策実現」を第一に！

千葉県発展の為に政策提言を行います！
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　この４月で水野文也の任期は残り１年を切りました。あっ
と言う間の３年間でしたが、ここまで多くの政策を実現、残
りの任期も千葉県の発展のために尽くして参ります。

　基本的なスタンスとして、無駄なことには反対する姿勢で
いますが、無駄を省くだけで千葉県を発展させるための成
長を望むことはできません。無駄を省く改革とともに、成長
戦略を同時に実行しなければ、生活を豊かにすることは不
可能なのです。

　議会において批判をし、反対することは格好良く見えるか
もしれません。しかし、反対するのであれば、それ以上の施
策を提示することが必要でしょう。よく、反対だけする議員
をみかけますが、無責任と言わざるを得ません。反対するだ
けなら簡単──私は、実のある政策を提示してこそ、議員と
しての職責を果たすものだと思っています。

　みんなの党に所属する議員に対し、「何でも反対」といっ
たイメージを持たれる方がいるかもしれません。
ですが、私も含めて所属議員は、建設的な提言を行い、
改革と成長路線を両輪として政策対応を進めてきました。

　たとえば、私の代表的な政策にハラール推進があります
が、これはイスラム教徒の方が訪日しやすい環境を作って
県内海外観光客の増加を目指し、同時にイスラム教国向け
の輸出拡大を図る──千葉県の産業活性化に繋げるもの
です。全国に先駆けて実現した政策であり、それとともに、
少数会派でも政策を実現できる例として注目されました。

　今後も「政策第一」を掲げ、千葉県の発展を目指して参
ります。

2015年の県立高校入試、前後期制継続へ
　2013年６月定例議会で質問した「県立高校の入試制
度」。ここでは、受験生にとって２回のチャンスがある前後
期制について取り上げました。県が実施したアンケートに
よると、学校側に廃止を望む関係者が多い一方、受験生
や保護者の多数は継続を望んでいます。

　学校側の意見から廃止になる可能性もありうると心配
した水野文也は、質問した際に前後期制の継続を要望し
ました。その結果、2015年の県立高校入試は前後期制が
継続して行われることになり、引き続き受験生は２回チャ
レンジできることになったのです。引き続き、前後期制の維
持を訴えて参ります。

行政書士の登録、街の法律家としてサポート

　水野文也は、本年２月15日付で行政書士に登録されま
した。行政書士の主な仕事は許認可・申請登録の書類作
成で、種々の規制がある中で、いわば、ユーザーの経済活
動の自由を街の法律家としてサポートすることになるでし
ょうか。その点を踏まえ、議員としては制度面から、行政書
士として実務面から、それぞれ住んでいる方々の経済活
動の自由を守るために取り組んで参ります。

　他方、水野文也はこれまで、みんなの党地方連絡協議
会の代表を務めておりましたが、今般、党の県組織が総
支部として昇格するに際し、総支部の幹事長に就任するこ
とになりました。今後もみんなの党の所属議員として活動
して参ります。
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